
2024衆院 ％ 2022参院 増数 2021衆院
碧南市 1,585 5.13 1,275 310 1,724
刈谷市 3,527 4.87 2,965 562 3,783
安城市 3,640 4.05 3,166 474 3,779
知立市 1,720 5.27 1,608 112 2,044
高浜市 995 4.82 860 135 1,107
合計 11,467 4.66 9,874 1,593 12,437

総選挙 日本共産党比例票 増減

牛田清博 得票率％ ⼤⻄健介 石井 拓
碧南市 1,864 6.02 14,460 14,659
刈谷市 5,396 7.51 41,796 24,630
安城市 5,601 6.27 51,270 32,437
知立市 2,507 7.74 18,775 11,100
高浜市 1,450 7.08 11,643 7,388
計 16,818 6.87 137,944 90,214

総選挙 １３選挙区 5市結果 自
民
党
政
治
へ
の
審
判

裏
金
政
治

へ
の
国
民
の
審
判
が
下
り
ま
し
た
。
総
選

挙
の
結
果
、
４
６
５
議
席
中
、
与
党
の
自
民

（１
９
１
）

・

公
明

（24
）
両
党
は
合
わ
せ
て
２
１
５
議
席
で
過
半
数

２
３
３
議
席
を
下
回
り
、
２
０
０
９
年
に
民
主
党

（当

時
）
に
政
権
を
奪
わ
れ
て
以
来
の
歴
史
的
大
敗
を
喫
し

ま
し
た
。
自
民
党
が
数
の
力
に
お
ご
り
国
民
の
声
を
甘

く
見
て
き
た
こ
と
の
象
徴
で
す
。
今
回
の
結
果
は
国
会

を
軽
視
し
立
憲
主
義
を
踏
み
に
じ
っ
て
き
た
自
民
党
政

治
そ
の
も
の
へ
の
審
判
で
す
。

沖
縄
1
区
赤
嶺
勝
利
、
比
例
７
議
席

日
本
共
産
党
は
、
赤
嶺
政
賢
氏
が
小
選
挙
区
の
沖
縄

１
区
で
激
戦
を
制
し
当
選
し
ま
し
た
。
比
例
で
は
７
議

席
と
な
り
前
回
の
９
議
席
か
ら
後
退
す
る
悔
し
い
結
果

と
な
り
ま
し
た
。
ご
支
援
い
た
だ
い
た
方
々
、
支
持
を

広
げ
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

追
い
詰
め
た
「赤
旗
」

自
民
党
は
２
４
７
か
ら
１
９
１
議
席

へ
と
大
き
く
減

ら
し
、
裏
金
候
補
46
人
中
28
人
が
落
選
。

自
民
党
の
裏
金
非
公
認
候
補
を
推
薦
し
た
公
明
党
は
、

石
井
啓

一
代
表
が
落
選
。
現
職
代
表

の
落
選
は
２
０
０
９
年
以
来
で
す
。

そ
も
そ
も
裏
金
問
題
を
暴
き
岸
田
文
雄
政
権
を
退
陣

に
追
い
込
ん
だ
の
は
本
紙
日
曜
版
の
報
道
で
す
。
こ
れ

な
し
に
今
日
の
事
態
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「非
公
認
に
２
０
０
０
万
円
」の
ス
ク
ー
プ

さ
ら
に
決
定
打
と
な
っ
た
の
は
、
各
メ
デ
ィ
ア
も
指

摘
す
る
よ
う
に
、
裏
金
で
非
公
認
に
な
っ
た
候
補
に
自

民
党
本
部
が
政
党
助
成
金
か
ら
２
千
万
円
を
振
り
込
ん

だ
こ
と
を
暴
い
た
本
紙
の
特
報
で
す
。
自
民
党
に
自
浄

能
力
が
な
い
こ
と
を
白
日
の
下
に
さ
ら
し
、
自
民
１
強

政
治
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
に
貢
献
し
ま
し
た
。

政
治
変
え
た
い
願
い

国
民
の
怒
り
の
元
に
は
、
裏
金
政
治
の
一
方
で
、
国

民
は
苦
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
日
本
を
経
済
成
長
し
な
い
国
、
賃
金
の
上
が
ら
な

い
国
に
し
、
消
費
税
増
税
や
物
価
高
を
放
置
し
た
経
済

無
策
、
５
年
間
で
43
兆
円
も
の
大
軍
拡
で
暮
ら
し
と
平

和
を
押
し
つ
ぶ
す
自
民
党
政
治
を
変
え
た
い
と
い
う
国

民
の
強
い
願
い
が
、
政
治
を
前
向
き
に
動
か
す
可
能
性

を
開
き
ま
し
た
。
今
後
、
自
民
党
政
治
に
代
わ
る
政
治

を
ど
う
つ
く
る
か
、
各
党
に
問
わ
れ
ま
す
。
日
本
共
産

党
は
金
の
力
で
政
治
を
動
か
す
企
業

・

団
体
献
金
の
禁
止
を

一
貫
し
て
求
め
、

今
や
他
の
野
党
も
主
張
し
て
い
ま
す
。

13
区
で
は
前
進

日
本
共
産
党
は
、
戦
争
法
廃
止
と
野
党
共
闘
に
背
を

向
け
た
立
憲
民
主
党
の
立
場
か
ら
独
自
候
補
を
擁
立
。

13
区
の
牛
田
清
博
氏
、
12
区
関
久

一
氏
、
11
区
植
田
和

男
氏
を
擁
立
製
作
を
訴
え
比
例
東
海
４
県
で
日
本
共
産

党
２
議
席
を
、
と
奮
闘
し
ま
し
た
。

《
表
》
の
よ
う
に

２
０
２
２
年
参
院
選
の
比
例
投
票
数
を
上
回
り
ま
し
た
。

公
約
実
現
、
国
会
論
戦
が
ん
ば
り
ま
す

日
本
共
産
党
は
公
約
実
現
に
全
力
を
挙
げ
ま
す
。

敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
、
武
器
輸
出
な
ど

「戦
争
す

る
国
づ
く
り
」
を
阻
止
し
、
軍
事
同
盟
強
化
で
は
な
く

戦
争
の
心
配
の
な
い
東
ア
ジ
ア
を
つ
く
る
た
め
に
憲
法

９
条
に
も
と
づ
く
外
交
実
現
に
力
を
尽
く
し
ま
す
。

辰
巳
孝
太
郎
近
畿

堀
川
朗
子
近
畿

塩
川
鉄
也
北
関
東

田
村
貴
昭
九
州
沖
縄

赤
嶺
政
賢
沖
縄
１
区

志
位
和
夫
南
関
東

田
村
智
子
東
京

本
村
伸
子
東
海

自公が過半数割れ自民１強政治を終わらせた力
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金
権
腐
敗
、
く
ら
し
平
和
を
守
る
政
治
に
と
立
候

補
を
決
意
し
、
５
市
を
駆
け
巡
り
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
の
温
か
い
ご
声
援
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
多
く
の

方
々
に
ご
奮
闘
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
結
果
を
受
け
止
め
、
党
内
外
の
声
に
耳
を
傾
け

て
要
因
を
分
析
し
、
次
の
闘
い
に

つ
な
げ
る
決
意
で
す
。
今
後
も
ご

一

緒
に
政
治
を
変
え
ま
し
ょ
う
。

牛
田

清
博



44
年
の
歴
史
が
し
め
す
県
内
施
策
の
前
進

愛
知
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
県
内
の
す
べ
て
の
自
治

体
を
訪
問
し
、
各
市
町
村
に
対
し
医
療

・
福
祉

・
介
護

な
ど
社
会
保
障
の
拡
充
と
国
や
愛
知
県
に
意
見
書
の
提

出
を
求
め
て
要
請
す
る
行
動
で
、
今
回
44
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
要
請
項
目
は
、
そ
の
時
々
の
重
点
課
題
を
陳

情
書
と
し
て
ま
と
め
、
当
局
と
議
会
に
そ
れ
ぞ
れ
提
出

し
て
い
ま
す
。
議
会

へ
は
、
紹
介
議
員
が
得
ら
れ
る
場

合
は
、
請
願
と
し
て
提
出
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
の
延
人
数
は
、
要
請
団
側
、
当
局

・
議
会
関

係
者
側
そ
れ
ぞ
れ
約

８
０
０
人
に
の
ぼ
り
ま
す
。

「自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
要
請
事
項
が
実
現
し
た
市
町
村

割
合
の
推
移
」
で
わ
か
る
よ
う
に
、
国
の
社
会
保
障
連

続
改
悪
が
強
行
さ
れ
る
中
で
も
、
地
方
自
治
体
で
の
医

療

・
福
祉

・
介
護
な
ど
の
要
望
が
着
実
に
前
進
し
て
い

ま
す
。
住
民
の
た
め
社
会
保
障
施
策
の
前
進
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

市
か
ら
９
人
。
要
請
側
13
人

当
日
は
、
市

か
ら
９
名
が
参

加
。
要
請
側
は

13
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

事
前
に
提
出
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト

の
回
答
を
も
と

に
1
時
間
懇
談

し
ま
し
た
。

年
金
者
組
合

か
ら
介
護
、
高

齢
者
難
聴
補
聴

器
補
助
な
ど
が

要
請
さ
れ
ま
し

た
。
新
日
本
婦

人
の
会
か
ら
は

保
育
士
配
置
基

準
の
早
期
改
善
。
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
補
助
な
ど
他
市
で

や

っ
て
い
る
補
助
制
度
を
実
現
し
て
ほ
し
い
。
と
要
求
さ

れ
ま
し
た
。

請
願
提
出
も

介
護

・
福
祉

・
医
療
な
ど
の
社
会
保
障
の
施
策
拡
充
の

請
願
書
も
議
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

10
月
30
日
、
毎
年
の
被
爆
者
行
脚
が
碧
南
市
を
訪
問
し

ま
し
た
。
市
か
ら
は
、
企
画
、
福
祉
、
教
育
、
議
会
の
5

人
が
参
加
。
愛
友
会
か
ら
大
村
氏
、、
丹
羽
さ
ん
な
ど
３
人
、

日
本
共
産
党
か
ら
山
口
は
る
み
議
員
、
岡
本
守
正
氏
が
参

加
し
ま
し
た
。
丹
羽
さ
ん
は
２
歳
の
時
の
被
爆
体
験
を
報

告
し
子
ど
も
た
ち
に
広
島
市
に
行
っ
て
も
ら
い
た
い
。
福

山
市
の

「ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
記
念
館
」
に
も
行
っ
て
も
ら
い

た
い
と
反
戦
、
反
核
の
立
場
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

来
年
度
、
実
効
性
あ
る

「碧

南
市
非
核
自
治
体
宣
言
」
を

各
自
治
体
が
、
来
年
の
被
爆
80
周
年
に
向
け
て
施
策
や

予
算
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

碧
南
市
で
は

「非
核
宣
言
」
の
実
施
を
議
会
で
表
明
し

ま
し
た
。
東
海
市
の
よ
う
に
全
中
学
生
の
広
島
市

へ
の
派

遣
な
ど
具
体
的
な
施
策
を
求
め
ま
し
た
。

請
願
提
出

「ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

を
受
賞
し
た
被
爆
者

の
願
い
で
あ
る
、
日

本
政
府
に
核
兵
器
禁

止
条
約

へ
の
調
印

・

批
准
を
求
め
る
請
願

書
」
が
提

出
さ
れ
ま

し
た
。

今
後
、

全
議
員

へ

の
働
き
か

け
を
進
め

な
が
ら
、

採
択
を
め

ざ
し
ま
す
。
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大
軍
拡
・大
増
税
許
す
な

へ
き
な
ん

19
行
動

11
月
19
日
（火
曜
日
）

午
前
11
時
～
12
時

ピ
ア
ゴ
碧
南
東
店

碧
南
市
東
浦
町
６
ー
17

（日
進
小
学
校
南
）

自治体キャラバン、被爆者行脚 来碧
帯状疱疹ワクチン補助・非核自治体宣言の実現へ

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

愛
知
県
原
水
爆
被
災
者
の
会

（愛
友
会
）
が
非
核
施
策
の
推
進
要
求

核兵器なくすための碧南市の施策を求める被爆者の訴え

10月30日 碧南市役所


